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irrpurity スピンを含む強磁性体に現われる localizedrrngnon を電子計

算機 (東大大型計算機センター)を使ってしらぺる,計算をできるだけ簡単

にするため,体系は一次元の rir)g の Heisenberg模型で,スピンの大きさ

はhost,impurity スピン共に 1/2とする｡ ス_ピンの′数 Nは, 4, 6, 8,

10, 12の 5榛東で,各々の場合に 1個のhost スピン か impurity スピ

ンで置換され ている｡ 交換蹟分はhost スピン問をJ(正の符号,線磁性的)

i汀puri.ty とhost スピン間をJ' とし,J′ / J= 1 (irrpurityを含まない

場合に担当), 十5, -5の坂合を別々に計算するo

Fig.1_は1magnon のエネルギー準位 Eであるo 各Nについて,第 1,

2, 5列は,夫々J′/Jニ-1,5,-5の場合であ り, band の底をエ､ネJL/ギー

の原点にしてある｡J′/J- 土 5の場合は夫々band の上,下に 2本づっ

(stypeと p ty上)e) -oca-izedleve-S か現われる,それらはN〉 6で

不変な値を示 し, N--として解析的に求めた値と-一致する｡これはlocaliza!

magnonは impurity のごく付近に限 られて存在するためである｡

Fig.2･の左半分はN= 6, J′/J==L5,2magnonsの塩合について, ba頑

の下に現われる 7本の localizedmagnon 廿)～f7)のエネルギー準位と,各

site にmagnol一の存在する確率 P(∩) (総和が 2に nomalizeされ てい

ら, n- 0は impur_ity の site)を示す. こんなに沢山の localizedievels

か現われるのは, 1個のmagnon は localizeL,他の1個は-結晶中に拡が

るnOI叫 ocalizedrrmgnonか ら成る場合を含むか らである｡ それを確かめるた

めに,Fig.2の右半分に,N- 6, J′/J--5,1magnon のFig.1の場~合

において, localizedrmgnon ①,㊥の中か ら1個と, non-localized

rmgnon ㊥～⑨の中か ら1個とを, superposeした場合の2rrngnonsのエネ

ルギー準位と P(n)を示す,左側の(1)及び(5)は夫々右側の①+⑨及び②十

③から成っあいることは明かであるか,､他の対応は明確ではない｡特に 2個

一口占n-



Q,magnonsか共に.loc-ali-ze す る場合もある筈である輿 それも埠っき-t)し

ない,これ らの尊はNを 8i li),12,と増 してゆけば次第に明かになっ

てくるものと思 う,今後は沢山の i岬 uritーy スピンを含む場合やJ<Oの場
合も計算する予定である｡
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